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１４－１

第１４章 開発行為工事（配水管） 

１４．１ 目的 

〈解説〉

この章は、開発区域内に道路を造成する宅地分譲について記載している。 

１４．２ 使用材料 

〈解説〉

（１） 使用材料は、指針及び仕様書に基づき、開発行為の内容及び開発区域の状況に適した材

料を選定すること。なお、市に移管する水道施設（配水管及び弁栓類）は、以下のとおり

とする。

・市承認材料を使用すること。

・最小口径は 50㎜
・管種は、配水ポリまたは鋳鉄管

・管末に排泥弁（ドレン）を設置

・仕切弁は、ソフトシール弁

・その他、担当課・室によるもの。

（２） 移管施設等を施工する場合は、当該工事着手前に担当課・室に材料検査願〔様式９〕（様

式集）を提出し、使用材料（市承認）の検査を受けなければならない。

１４．３ 施工 

〈解説〉

工事の施行は、指針及び仕様書に基づくこと。

なお、仕様書の「工事日報」については、適用しないものとする。

 開発行為工事（配水管）は、都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第 29 条第 1 項又は第 2

項の許可を受けて布設する工事をいう。 

協議申請、同意書の通知及び給水装置工事の申込みは、指針「第 13章 開発行為」に基づき

行う。 

使用する材料は、指針及び仕様書に適合しているものを使用し、移管施設等を施工する場合

は、材料検査を受けること。 

施工は、指針及び仕様書に基づくものとする。 
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１４．４ 検査 

〈解説〉

中 間 検 査

中間検査は、表層・路盤を施工する前に「完成検査要綱」の第４条第２項イに定める書類

等を担当課・室に提出をする。

担当課・室は、この書類等をもとに検査（机上）を行う。

検査内容は、開発行為工事（配水管）書類検査報告書〔検査要綱様式３〕（様式集）によ

り開発行為工事（配水管）書類検査基準に基づいて行う。

完 成 検 査

指定工事事業者は、施工完了後、「完成検査要綱」の第４条第２項ウに定める書類等を担当

課・室に提出をする。

担当課・室は受理後、指定工事事業者立会いのもと開発行為工事（配水管）現地検査報告

書〔検査要綱様式４〕（様式集）により開発行為工事（配水管）現地検査基準に基づいて行

う。

【浜松市開発許可指導基準】

第 4章 給水施設外（給排水・ガス・電気・電話施設に関する基準）
③工事の検査

道路下の地下埋設管（水道・ガス）の検査は、表層路盤を施工する前に事業者の検査を

受けることを基本とし、その実施については、関係管理者と協議による。

１４．５ 提出書類等 

〈解説〉

材 料 検 査

・材料検査願〔検査要綱様式９〕（様式集）

中 間 検 査

・工事記録写真（開発行為工事（配水管）書類検査報告書〔検査要綱様式３〕（様式集）

に記載のある項目）

・水圧試験結果

・水質試験結果

・その他、施工条件等により管理者が指定する書類

完 成 検 査

・仕様書で定める完成図

・私設代用管の寄附受入等に関する要綱に指定する書類（施行フロー参照（14-4））

開発行為に伴い市に移管する給水装置については、中間検査と完成検査がある。 

各検査は「完成検査要綱」の規定によるものとする。 

指定工事事業者は、検査ごとに完成検査要綱で定める書類を市に提出しなければならない。 
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・給水装置工事完成届

・設計書（給水台帳）２部

 ※移管後配水管になる部分とその他給水装置を分けて給水台帳を作成する。

・工事記録写真（給水装置工事完成検査報告書〔検査要綱様式１〕（様式集）に記載のあ

る項目）

・給水装置工事完成検査報告書（主任技術者）〔検査要綱様式６〕（様式集）

・その他、施工条件等により管理者が指定する書類

１４．６ 書類の提出期限 

〈解説〉

材料検査は、工事申込書の承認後、施工前に材料検査願〔検査要綱様式９〕（様式集）を担

当課・室へ提出をして、実施日を決める。

中間検査を表層・路盤の施工前に行うのは、手直しが発生した場合、掘削しなくてはならな

くなる恐れがあるためである。

完成検査の書類は、他の工事と同様に工事完成後速やかに提出をして現地検査を受けること。

１４．７ 移管 

〈解説〉

移管について、同意書の通知の際に、条件書に明示するものとする。

【浜松市開発許可指導基準】

第 4章 給水施設外（給排水・ガス・電気・電話施設に関する基準）
（４）施設の移管

開発行為により公道に認定される部分に布設された地下埋設管（水道・ガス）は、

原則として各事業者へ無償で提供されるものとする。

開発区域内の公道下に設置された水道施設は、各区画の給水管を除き、指導基準に基づき完

成後、市に移管するものとする。 

移管手続きは、開発行為検査合格後速やかに行うこと。

材料検査の書類は、施工前に市に提出する。 

中間検査の書類は、表層・路盤を施工する前に市に提出する。 

完成検査の書類は、工事完成後、速やかに（14日以内）に市に提出する。 
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【施行フロー】

               ・申請書類一式（給水装置工事申込書第 3 号様式、給水台帳、
都市計画法第 32条の規定による同意書の写し）

               ・材料検査願い〔検査要綱様式９〕（様式集）担当課・室へ依

頼

               ・割 T字管分岐は、立会い依頼（2日前）
・断水工事は、断水連絡票提出（7日前）
・表層・路盤を施工する前に中間検査を受ける

・工事記録写真（開発行為工事（配水管）書類検査報告書〔検

査要綱様式３〕（様式集）に記載のある項目

・水圧試験結果

・水質試験結果

・その他、施工条件等により管理者が指定する書類

【完成提出書類】

・給水装置工事完成届

・設計書（給水台帳）２部

・工事記録写真（給水装置工事完成検査報告書〔検査要綱様式

１〕（様式集）に記載のある項目）

・給水装置工事完成検査報告書（主任技術者）〔検査要綱様式

６〕（様式集）

・その他、施工条件等により管理者が指定する書類

【寄附関係提出書類】私設代用管の寄附受入等に関する要綱

・寄附申込書（私設代用管の寄附受入等に関する要綱（第１号

様式（第４条関係））

・都市計画法第 32条の規定による同意書の写し
・開発行為検査済証の写し

・公図の写し

・登記簿謄本又は土地の登記事項証明書の写し

・施工図一式（マイクロ用図面）

工事申込み

材料検査

中間検査

完成届提出

施工
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・担当課・室職員と指定工事事業者で現場検査の実施

（開発行為工事（配水管）現地検査報告書〔検査要綱様式４〕

（様式集））

・担当課・室から指定工事事業者へマイクロ番号を通知

・担当課・室から申込者へ寄附受入書の通知

現場検査

マイクロ用図面提出

移管完了


